
あらすじ：周吉、とみの老夫婦は住みなれた尾道から二十年振りに東京にやって来た。途中大阪

では三男の敬三に会えたし、東京では長男幸一の一家も長女志げの夫婦も歓待してくれて、熱海

迄やって貰いながら、何か親身な温かさが欠けている事がやっぱりものたりなかった・・・・

小津安二郎監督の日本を代表する傑作。1953 年

製作の白黒作品、136 分。

戦後変わりつつある家族関係をテーマにした作品

である。年老いた両親の東京旅行を通じて、家族

の絆、夫婦と子供、老いと死を見つめたドラマで

今日の核家族と高齢化社会の問題を先取りしたと

作品とも言える。

日 時： 2011 年 10 月 21 日 （金） 午後 1 時～3 時 20 分

場 所： ICCH 集会所

参加費： 500 円

映画終了後、お茶を飲みながら 30 分程度歓談の予定です。（希望者のみ）

会場が狭いため、お申込みは先着順 10 名様にさせていただきます。

※ お申込み・お問い合わせは下記までお願いします。

メール：blumen-4711@icch.sakura.ne.jp 電 話：090-4027-8183 （山家）


